
（様式第２号）

令和 ６年 10月 25 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 男鹿市船越字船越２８５
名 称 株式会社清水組
代表者 代表取締役社長 清水隆成

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況
初回登録年月日：Ｒ３年１１月１９日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

☐社会

þ環境

自然エネルギーを

使う社会への貢献

自然エネルギー事業の受

注、事業への投資

（2021 年 1 件

→ 2030 年 3 件）

2022年 3件

2023年５件

2024年 1件受注した

７

１１

１３

þ経済

þ社会

☐環境

女性も活躍する会

社づくり

女性管理職数、女性現場所

長の人数増加

(2021 年 0 人

→ 2030 年５人）

→2023年 １人

５

８

１０

☐経済

þ社会

☐環境

社会貢献活動の

積極的推進

当社所有テナントビル入

居中のNPO 法人との関係

強化

(2021 年 1 分野 1 回

→2030 年 3 分野 3 回)

2022年 1分野 1回

2023年 2分野 2回

2024年 1分野 2回

１

２

３

株式会社清水組は、「－ゆたかさ創造やさしさ創造－」の経営理念のもと、事業活動を通じ、物心とも

にゆたかで、すべての人にやさしい社会づくりに貢献してきました。当社119 年の歴史の中で、時代に

より変わるもの、変わらぬものがあります。2030 年に向けて、かつては重要視されていなかった自然

エネルギー社会への貢献、女性活躍による会社の実力強化、従前より取り組んでいる社会貢献活動の

さらなる強化を通じて持続可能な地域経済の実現に貢献する企業を目指します。

株式会社清水組



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


